
〔様式１０〕  事 業 報 告 書              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ２０２６年（令和８年）３月 ３１日  

 

   福 山 市 長 様           

 

              住     所  福山市伊勢丘６丁目９－３  

              団 体 名      伊勢丘学区まちづくり推進委員会 

              代表者名  委員長 天満 晴夫         

 

  ２０２５年（令和７年）４月３０日付け（福東地第３号の５）で交付決定                

のあった福山市地域まちづくり推進事業を、次のとおり実施しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事 業 名      伊勢丘学区地域まちづくり推進事業  

        

 実施場所  伊勢丘小学校ほか  

       

 事 業 費     １，６７４，７９０  

                円  

 補助金額 １，６１１，０００  

                円  

 着手年月日  

         ２０２５年（令和７年） ５月 １日  

 完成年月日  

         ２０２６年（令和８年） ３月３１日  

 実施事業の経過及び内容  

   

     別紙事業内容報告書のとおり  

 

 

 

事業成果  

     別紙事業内容報告書のとおり  

 添付書類  

  １ 収支決算書   ２ 事業内容報告書  

３ その他市長が必要と認める書類（       ）  

                              財－2024.3.28   A4 



〔様式１１〕

〔収入の部〕 伊勢丘
（単位：円）

予 算 額 決 算 額

1,611,000 1,611,000

3,207

7,512

3,881

8,692

24,927

2,382

3,777

932

7,768

712

837 3,289 3289

1,110 1,110 1110

1,692,947 1,679,189 68,189

〔支出の部〕 （単位：円）

事 業 費 市 補 助 金 団体負担金等 事 業 費 市 補 助 金 団体負担金等

1
世代間交流事業
（親子でスポーツ、園児・小学生との交流） 70,000 60,000 10,000 63,207 60,000 3,207

2
第１9回ふるさと祭り事業
（郷土料理の出店、郷土芸能など） 800,000 790,000 10,000 797,512 790,000 7,512

3
思いやりのあるまちづくり協議会事業
（学区民研修会） 40,000 35,000 5,000 38,881 35,000 3,881

4
環境美化事業
（桜並木、芝桜、バラ花壇の整備、ごみフェス） 150,000 140,000 10,000 148,692 140,000 8,692

5
軽運動の推進事業
（ユニカール大会、学区スポーツ大会） 160,000 150,000 10,000 174,927 150,000 24,927

6
地域活性化事業
（歌声喫茶、小町くらぶ、まるまちアート活動） 93,560 88,560 5,000 90,942 88,560 2,382

7
エコ活動事業
（こどもエコクラブ、資源回収） 30,000 25,000 5,000 28,777 25,000 3,777

8
広報活動事業
（広報誌発行、特報発行） 150,000 140,000 10,000 140,932 140,000 932

9
防犯活動
（不法投棄） 10,000 5,000 5,000 12,768 5,000 7,768

10
まちづくり推進委員会運営事業
（事務用品、印刷など） 189,387 177,440 11,947 178,152 177,440 712

1,692,947 1,611,000 81,947 1,674,790 1,611,000 63,790

0 0 4,399 0 4,399繰越金（今年度）

報償費（講師謝礼）、消耗品費（プリンターインク）

印刷費　消耗品費（用紙、プリンターインク代他）

消耗品費（塗装除去材料他）食糧費（飲み物）

印刷費（資料印刷）、消耗品費（用紙、プリンタインク、ファイル他）、事務用プリンタ他

合 計

合 計

報償費（講師謝礼）消耗品費（イルミネーション展示用消耗品）

事業
番号

事 業 名 （ 内 容 ）
予 算 額 決 算 額

内　　　　　　訳

消耗品費（装飾代、参加記念品）食糧費（飲み物）交通費、報償費（レク指導謝礼）

借上料（用具の借用費）報償費（特別出演者謝礼）、印刷費（写真含む）

報償費（講師謝礼）食糧費（飲み物）

食糧費（飲み物）消耗品費（肥料、薬剤）備品費（環境整備用機器）他

消耗品費（参加記念品）食糧費（飲み物）

まちづくり推進委員会運営事業費 共催団体負担金（伊勢丘学区自治会連合会）

諸収入 預金利息

繰越金（前年度）

団体負担金等 80,000 63,790

世代間交流事業費 共催団体負担金（伊勢丘学区自治会連合会）

第１９回ふるさと祭り事業費 共催団体負担金（伊勢丘学区自治会連合会）

思いやりのあるまちづくり協議会事業費 共催団体負担金（伊勢丘学区自治会連合会）

環境美化事業費

広報活動事業費 共催団体負担金（伊勢丘学区自治会連合会）

防災活動事業費 共催団体負担金（伊勢丘学区自治会連合会）

エコ活動事業費 共催団体負担金（伊勢丘学区自治会連合会）

共催団体負担金（伊勢丘学区自治会連合会）

軽運動の推進事業費 共催団体負担金（伊勢丘学区自治会連合会）

地域活性化事業費

収　　支　　決　　算　　書

学区（町・地区）まちづくり推進委員会

収 入 科 目 内 訳

市補助金 市補助金（地域まちづくり推進事業補助金）

共催団体負担金（伊勢丘学区自治会連合会）



〔様式１２〕 

 

2025 年度伊勢丘学区（町・地区）地域まちづくり推進事業 事業内容報告書 
 

事業 

番号 
事業名（内容） 

詳細 

（実施年月日、場所、参加人数など） 
課題に対する成果 今後の改善点・課題 

事業の振り返り

をした場 

１ 

 

世代間交流事業 

① 親子のスポーツ交流 １１／3０ 

  伊勢丘小学校 ２４人 

② 小学生と高齢者の交流 ６７人 

  小学校 1０／２３ １１／１８・１９  

1/２１  ５７人 

① 軽スポーツ（モルック）を通じて 

 親と子、親同士の交流ができた。 

②昔の遊びや仕事のやり方を通じて

世代間交流ができた。 

①スポーツ種目を工夫しながら継続 

 

②ボランティアの高齢化への対応 

子ども会育成協議

会会議 

老人クラブ連合会

会議 

２ 

 

第１9 回 

ふるさと祭り事業 

１１／９ 伊勢丘ふれあい公園ほか 

      ２５００人超                                     

多くの地域住民が参加し、地域住民

の融和を図ることができた。 

活動する役員の負担軽減 

（使用器具、治具の検討） 

イベント内容の検討 

ふるさと祭り実行

委員会会議 

３ 

 

思いやりのある 

まちづくり事業 

① 団体別研修会 ７月～９月 

 子ども会育成会協議会５４人  

 伊勢丘老人クラブ連合会３１人 

 行政職員の会８人 

② 住民学習会１０月～１１月２０４人 

③ 学区民研修会１１／３０  ８１人 

 

人権意識の向上に役立った。 

 

学習会を通じて地域住民の融和が図

れた。 

 

人権学習を通じて地域住民の交流や

親睦を図るために、今後も継続的に

実施することが重要である。 

 

 

思いやりのあるま

ちづくり協議会会

議 

４ 

 

 

環境美化事業 

 

 

① さくら並木の整備 ５/１３－４０人      

１２／７－３６人 

②芝桜の整備 3/8 22 人 

③ばら花壇の整備 通年 延べ９０人 

④GOMI フェス伊勢丘 CUP′25  

12/14  90 人 

① 桜並木の下草刈りを計画通り実

施できた。老木の剪定は危険性

があるものより実施した。 

②芝桜花壇の除草ができた。 

③ばらバラ友の会の協力で整備良好 

④多くの参加者があり、環境美化意

識が向上し、絆が図れた。 

活動グループリーダーの若年化 

作業方法の検討 

桜の老木管理と手入れ 

（3 月行政による整備 5 本実施） 

今後も継続的に実施することが望ま

しい。 

まちづくり推進委

員会役員会 

環境衛生部会議 

５ 

 

軽運動の推進 

事業 

① 学区ユニカール大会 

6/22、1/25、１８１人 

②学区内のスポーツ大会 小学校 

ミニテニス、バレーボール、ソフトボー

ル、卓球 計１５５人 

① 軽運動を通じて老若男女の交流

親睦が図れた。 

② 参加者が少なく中学生の生徒に

参加要請を行う。 

① ユニカール大会は今後も継続 

 （こどもの参加者が増加） 

② 参加者を増やすために他の行事    

  と重複しないよう、計画を立てる必

要がある。 

行事部会議 

体育会会議 

 



〔様式１２〕 

 

 

事業 

番号 
事業名（内容） 

詳細 

（実施年月日、場所、参加人数など） 
課題に対する成果 今後の改善点・課題 

事業の振り返り

をした場 

６ 

 

 

地域活性化事業 

 

 

① 歌声喫茶 交流館  

４回／年 97 人 

② 小町くらぶ 交流館 

10 回／年１39 人 

③ まちまるごとアート活動 

イルミネーション展示、点灯 200

人 

①②参加者のコミユケーションとリフ

レッシュの場となっている。 

③こどもたちの冬休みの楽しみとなっ

ており、地域住民にも喜ばれている。 

 

地域住民にとって大切な事業であり

今後も継続的に実施することが重要

である。 

 

まちづくり推進委

員会役員会 

伊勢丘交流館 

７ 

 

 

エコ活動事業 

こどもエコクラブ 7 回／年 １４３人 

学区内の自然観察 野鳥観察 清

掃活動 

 

 

自然や環境を大事にする気持ちの醸

成に役立った。 

学区内に生息する野鳥を知ることと、 

自然環境への好奇心が向上したと思

われる。 

 

暑さ対策などの課題があるが、今後

も継続的に実施することが重要であ

る。 

伊勢丘交流館 

環境衛生部 

８ 

 

広報活動事業 

 

① 広報紙発行  ４回／年  全戸配

布 

 

➁ 特報発行８回／年 町内回覧 

学区内の各町内会・自治会の活動状

況の広報ができた。 

編集長の負担が重い。 

（副編集長の育成） 

広報部会議 

９ 

 

防犯事業 

 

不法投棄 落書き対策 

  7 月 中学生 10 人 役員 5 人 

                          

落書き除去作業            

 

防犯カメラの設置を検討する必要が

ある。 

まちづくり推進委

員会役員会 

交通防犯部会議 

10 

 

まちづくり推進委

員会事業 

 

通年 

 

通年に亘って各種連絡、調整、事務

作業等が実施できた。 

 

各種の連絡・調整実施 

 

まちづくり推進委

員会役員会 

 




